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はじめに 

2016年度の活動目標（画像診断レポート委員会） 
 
1) 画像医療における診断レポートのあり方を、技術的側面、及び医療の側面か

ら検討する。 
2) 異なるベンダ間でのレポートデータの互換性、及びシステム接続を確保する

ための方式について検討し、これまで作成してきたガイドラインについて必要
な改訂を行う。 

3) ガイドラインとともにデータ交換フォーマットについての出力変換用サンプル
プログラムを公開し、本ガイドライン案の利用を促進する。 

4) 上記で作成したデータ交換フォーマットについて別のシステムに取り込む実
証実験の報告を行い、本ガイドラインによるデータポータビリティの有用性、
実効性を検証する。 

5) 本ガイドライン案に関連する国際標準や他団体の動きについての調査を行う。 
 
※今回は、2016年度の主な活動、2)・3)・4)を中心に報告いたします。 
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JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 

■現状の確認 
     ・国内各社の読影レポートにはデータの互換性がない。 
       （HTML、PDFによる表示上の連携） 
     ・DICOM、IHE 等の標準化が十分とは言えない。 
 

■問題点 
     ・他システムへの移行、転送ができない。 
     ・上記作業に多額のコスト／労力がかかる。 
       （ユーザ／ベンダの双方の負担となっている） 
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JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 

問題を解決するために・・・ 
１） 放射線部門のレポートに絞って、データの互換性・システム 
     接続を確保するガイドラインを作成。 
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HL7 Clinical Document Architecture Release 2 
 (以下CDA R2)に基づき、ファイルのXML 
(eXtensible Markup Language)による電子的標準 
様式を定義 



JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 

2） CDA出力ツールの作成 
 
 
 
 
 
 
 
CDA出力ツールの特長 
・一般的なデータベースエンジンを使用していれば取り出し可能 
・各ベンダのデータベース構造の公開は不要 
・レポート付属のキー画像の取り出し可能   等 
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検索条件を指定 

検索条件に一致したデータ 
が表示され、「CDA出力」 
ボタン選択で、CDAファイル 
を出力させることができる。 



JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 
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CDA出力ツールの関連データフロー 
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各社独自テーブルから標準テーブルへのマッ
ピング（ビューの作成）は各ベンダにて行う。 

マッピング 
定義 

ファイル 



JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 

3） CDAファイル チェックツール 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガイドラインの有用性を高めるため、レポートシステムベンダー向け
に、共通フォーマットにあっているかどうかを簡単にチェックすること
ができる、「適合チェックツール」を用意。 
ファイルの内容確認、問題の個所の特定などが行えます。 
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JIRA 画像診断レポート委員会の標準化活動の経緯 

4） CDA出力ツール 動作確認結果 
 
     参加4社：動作確認OK 
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標準フォーマットのCDAファイル 
出力ができた。 
        ↓ 
2016年度テーマへ 
・各社への取り込みができるツール 
  の作成 
・出力から取込までの一連のツール 
  を利用した実績作り・・・ 



当委員会の今年度の活動について 

■CDAデータ取込ツールの作成 
 
■異なるベンダ間で、レポート・システムに取り 
   込む実証実験 
 
■CDAデータ取込ツール問題点／課題 
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当委員会の今年度の活動について 

■CDA取込ツール 
「画像診断レポート交換手順 ガイドライン」により作成された、CDAファイル
を各社レポート・システムへ取込む機能を作成します。 
 

機能概要： 
   １）検索機能 
       ・指定されたフォルダからCDAファイルを読込み、一覧表示を行う。 
       ・一覧上からCDAファイルの内容確認が可能。 
   ２）標準テーブルへの格納機能 
       ・CDAファイルのチェック機能。（CDAファイルチェックツールと同等） 
       ・チェック後のデータを標準テーブルへ格納する。 
   ３）各社テーブルへの格納機能 
       ・ツールより各社テーブルへ格納するプロシージャを実行する。 
       （プロシージャは各社が作成） 
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当委員会の今年度の活動について 
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を行うプロシージャ作成は各ベンダにて作成。 
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キー画像取込 

画面イメージ 

CDA取込ツールの関連データフロー 



当委員会の今年度の活動について 

CDA取込ツール 操作概要 
    1) 起動画面 
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当委員会の今年度の活動について 

    2) CDAファイルのフォルダ指定（複数指定可） 
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当委員会の今年度の活動について 
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 3) CDAファイルの検索 

対象フォルダの内容が表示される 



当委員会の今年度の活動について 

 4) CDAファイルの内容確認機能 
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当委員会の今年度の活動について 

 5) CDAファイルの取込 
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当委員会の今年度の活動について 

■異なるベンダ間で、レポート・システムに取り込む実証実験 
    （4社間で検証を実施） 
     
    ・出力したCDAファイルを3社へ送付 
    ・他社のデータを自レポート・システムへ取り込む 
                                     ↓ 
      問題はあったが、他社データの取込は全社ＯＫ！ 
 
      1) 標準テーブルのデータサイズが小さい（サイズ変更実施） 
      2) 読影医師・技師が複数存在する場合のデータサイズ 等 
      ※標準テーブルの項目サイズの見直し必要 
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当委員会の今年度の活動について 

■CDAデータ取込ツール問題点／課題 
    1) 問題点 
         ・標準テーブルの項目サイズ 
           （各社で問題があった分の反映） 
 
         ・サーバ上での動作確認（残件） 
           （Windows 2008／2012 Server上での動作確認） 
 
         ・性能評価 
           現状データ：3.2件／秒 
           （実際のデータ数でどれくらいの時間がかかるか） 
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当委員会の今年度の活動について 

    2) 課題 
         ・マスターデータの受け渡し方法 
           （考慮が必要だが、標準機能としては不要なのでは） 
 
         ・汎用ファイルの扱い 
           （キー画像ファイル以外、PDF・Word・Excel 等） 
 
         ・実データでの実験（出力・取込 両ツール） 
           （可能なら、実際の病院データでの性能確認） 
 
         ・初期導入のしやすさ 
          （自社レポートデータと、標準テーブルの簡単な対応付け） 
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来年度以降の活動予定について 

これまで当委員会では、システム間のデータ移行のた
めの標準化を推進するため、 
 
1) データ交換のための標準データフォーマットに関するガイドライン 
    の作成 
2) ガイドラインに沿っているかを確認するツールの提供 
3) 各社のシステムから、ガイドラインに沿ったCDAファイルを、出力・ 
    取込するツールの作成 
を行ってきた。 
 
更に、これらを普及につなげるため、次ページの内容を来年度の活
動予定とする。 
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来年度以降の活動予定について 

• 出力／取込ツールを利用してのデータ移行実績作り 
 

• 本年度の課題検討／対策／改良 
     1) マスターデータの受け渡し方法検討 
     2) 汎用ファイルの扱い検討 
     3) 実データでの実験 
     4) 初期導入のしやすさ検討（ガイドラインの改訂） 
 

• データ移行に関連する国際標準や、他団体の動きにつ
いての調査 
 

• 広報活動 
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画像診断レポート委員会 

御清聴 ありがとうございました。 
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